
要
旨
仮
名
垣
魯
文
に
よ
る
切
付
本
『
成
田
山
御
利
生
記
』
は
、
当
時
再
建
を
目
指
し
て
成
田
山
の
開
帳
が
各
地
で
な
さ
れ
た
際
に
刊
行
さ
れ
た
も

の
だ
が
、
そ
の
諸
本
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
そ
の
本
文
・
挿
絵
の
改
刻
を
巡
る
問
題
を
具
体
的
事
例
に
則
し
呈
示
し
、
作
品
の
内
容
か
ら
は
は

か
り
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
対
象
の
背
景
や
刊
行
時
期
と
の
関
わ
り
、
ま
た
後
印
本
に
お
け
る
象
嵌
の
改
悪
事
例
に
も
と
づ
く
問
題
点
を
提
起

し
た
。

改
刻
の
在
処

ｌ
魯
文
『
成
田
山
御
利
生
記
』
諸
本
考
Ｉ

山
本

和

明
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魯
文
に
は
、
成
田
山
に
由
縁
の
あ
る
著
作
が
主
に
三
点
存
在
す
る
。
一
点
は
力
士
桂
川
力
蔵
の
仇
討
霊
験
記
で
あ
る
『
成
田
山
利
生
角

力
仇
討
』
（
安
政
三
丙
辰
弥
生
某
曰
く
序
〉
・
当
世
堂
）
、
も
う
一
点
は
、
江
戸
か
ら
成
田
不
動
参
詣
の
旅
に
出
た
弥
二
喜
多
両
人
の
滑
稽

道
中
記
『
成
田
道
中
膝
栗
毛
』
（
安
政
三
辰
孟
夏
新
鐺
〈
序
〉
・
新
庄
堂
）
で
、
と
も
に
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
。
今
回

の
考
察
で
は
、
そ
の
二
点
に
先
ん
ず
る
も
う
一
点
『
成
田
山
御
利
生
記
』
（
安
政
元
甲
寅
晩
冬
／
同
二
乙
卯
新
春
上
梓
〈
序
〉
）
を
と
り
あ

げ
、
そ
の
諸
本
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

成
田
山
に
関
わ
る
著
作
が
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
相
次
ぎ
出
版
さ
れ
た
の
は
、
明
ら
か
に
開
帳
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
安
政
五

年
に
成
田
山
で
は
本
堂
（
現
釈
迦
堂
）
を
再
建
す
る
が
、
そ
れ
に
さ
き
だ
っ
て
、
同
二
年
か
ら
建
築
資
金
を
得
る
た
め
の
開
帳
が
奉
修
さ

れ
て
い
る
。
第
十
一
世
照
獄
の
も
と
で
、
安
政
二
年
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
の
居
開
帳
（
成
田
山
内
）
が
行
わ
れ
、
同
三
年
に
は

江
戸
深
川
永
代
寺
八
幡
宮
社
内
に
お
い
て
百
日
間
の
出
開
帳
、
四
年
に
は
再
び
二
十
日
間
の
居
開
帳
が
成
田
山
内
で
行
わ
れ
た
。
浮
世
絵

に
も
な
っ
た
こ
の
開
帳
は
人
々
の
話
題
と
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
開
帳
に
集
う
人
々
を
目
当
て
に
作
ら
れ
た
冊
子
の
一
つ
が

『
成
田
山
御
利
生
記
』
で
あ
っ
た
。
ま
ず
は
そ
の
梗
概
を
示
し
て
お
く
。
本
書
は
上
巻
「
相
馬
旧
事
」
と
下
巻
「
絹
川
新
話
」
の
二
作
品

か
ら
な
る
。

上
巻
「
相
馬
旧
事
」

下
総
国
神
護
新
勝
寺
の
本
尊
不
動
明
王
は
、
京
都
高
雄
山
神
護
寺
護
摩
堂
の
明
王
を
成
田
の
地
に
移
し
、
広
沢
の
寛
朝
大
僧
正
が

朝
敵
平
将
門
降
伏
の
護
摩
法
を
修
し
た
の
に
由
来
す
る
。
帰
洛
せ
ん
と
す
る
時
、
不
動
明
王
が
盤
石
に
し
て
動
か
ざ
る
こ
と
を
も
つ

は
じ
め
に
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鎌
倉
時
代
の
祐
善
上
人
一
代
記
と
し
て
、
成
田
山
不
動
明
王
の
利
剣
霊
験
諏
、
羽
生
村
累
解
脱
諏
の
二
つ
を
軸
に
、
そ
の
遷
化
ま

で
を
語
っ
た
物
語
と
な
っ
て
い
る
。
方
丈
寺
（
Ⅱ
増
上
寺
）
善
通
上
人
の
弟
子
と
な
っ
た
祐
善
は
、
生
来
の
愚
鈍
ゆ
え
に
経
文
を
覚

え
ら
れ
ず
、
自
殺
し
よ
う
と
ま
で
す
る
。
あ
る
夜
、
「
成
田
山
新
勝
寺
な
る
不
動
明
王
に
詣
で
三
七
日
の
断
食
な
し
、
堂
に
寵
り
て

肝
胆
を
捲
き
祈
誓
な
し
な
ば
智
恵
を
授
す
事
う
た
が
ひ
な
し
」
と
の
夢
告
を
受
け
て
成
田
山
に
参
寵
し
、
不
動
明
王
の
利
剣
を
呑
み

智
恵
を
授
か
る
霊
験
を
得
て
、
高
僧
と
な
っ
た
。
そ
の
法
力
に
よ
る
死
霊
教
化
の
話
が
続
い
て
語
ら
れ
る
。
下
総
国
岡
田
郡
羽
生
村

の
累
の
家
に
入
婿
し
た
与
右
衛
門
が
、
妻
の
醜
貌
ゆ
え
に
、
絹
川
に
突
き
落
と
し
水
中
で
責
殺
す
。
そ
の
後
、
与
右
衛
門
は
幾
人
も

妻
を
迎
え
る
が
、
次
々
に
死
ん
で
い
く
。
六
人
目
の
亡
妻
の
子
で
あ
る
菊
に
累
の
死
霊
が
愚
き
、
二
十
六
年
前
の
悪
事
の
怨
み
を
述

べ
る
。
そ
れ
を
祐
善
上
人
が
感
化
し
て
、
死
霊
を
解
脱
さ
せ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
祐
善
遷
化
ま
で
を
語
っ
て
、
「
実

に
や
仏
法
中
興
の
名
僧
高
徳
類
ひ
な
き
大
善
智
識
と
や
称
し
奉
ら
ん
尊
む
く
し
信
ず
べ
し
」
と
し
て
物
語
を
終
え
る
。

上
巻
「
相
馬
の
旧
事
」
で
は
、
ま
ず
成
田
山
の
御
本
尊
不
動
明
王
の
縁
起
・
由
来
を
語
り
、
つ
い
で
平
将
門
の
乱
に
紙
数
を
割
き
、
兵

乱
が
鎮
ま
っ
た
の
ち
新
寺
建
立
と
す
る
成
田
山
縁
起
か
ら
な
る
。
下
巻
「
絹
川
新
話
」
は
、
祐
善
こ
と
祐
天
上
人
が
、
成
田
不
動
の
利
剣

を
呑
み
智
恵
を
授
か
っ
た
霊
験
諏
と
、
羽
生
村
の
累
の
亡
魂
を
解
脱
さ
せ
た
と
い
う
物
語
で
あ
り
、
こ
の
話
が
元
禄
三
年
（
一
六
九
○
）

て
御
堂
を
た
て
た
の
だ
と
い
う
。
そ
の
起
因
と
も
な
っ
た
平
将
門
伝
承
を
語
る
と
い
う
形
で
物
語
が
始
ま
っ
て
い
る
。

朱
雀
帝
の
御
世
、
瀧
口
小
治
郎
平
将
門
は
、
下
総
国
猿
嶋
郡
石
井
郷
に
て
朝
廷
に
叛
逆
を
企
て
た
。
将
門
従
弟
六
郎
公
連
は
そ
の

こ
と
を
諫
め
自
刃
し
た
。
承
平
二
年
、
将
門
は
比
叡
山
に
お
い
て
藤
原
純
友
と
謀
叛
の
共
謀
を
盟
約
。
以
下
、
い
わ
ゆ
る
承
平
・
天

慶
の
乱
を
詳
述
し
、
将
門
が
貞
盛
の
矢
に
あ
た
り
、
藤
原
秀
郷
に
討
た
れ
て
、
兵
乱
鎮
ま
る
こ
と
に
な
る
。
将
門
の
首
飛
び
来
た
っ

た
処
が
神
田
明
神
で
あ
る
こ
と
な
ど
も
含
め
、
不
動
明
王
・
寛
朝
大
僧
正
を
讃
え
て
語
り
終
え
る
。

下
巻
「
絹
川
新
話
」
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開
帳
に
乗
じ
て
の
書
冊
で
あ
り
、
当
然
と
い
う
べ
き
か
、
か
な
り
売
れ
た
本
で
あ
っ
た
。
今
回
、
管
見
に
及
ん
だ
だ
け
で
も
多
岐
に
わ

た
る
。
以
下
、
確
認
し
得
た
諸
本
に
つ
い
て
ま
ず
紹
介
す
る
が
、
早
印
と
目
さ
れ
る
の
は
当
館
所
蔵
『
成
田
山
利
生
記
』
（
ナ
や
＄
巴
で

あ
る
。
書
誌
事
項
を
摘
記
す
る
に
あ
た
り
、
以
後
の
論
述
の
こ
と
も
考
え
、
Ａ
本
Ｂ
本
…
と
仮
に
符
号
を
つ
け
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

【
Ａ
本
】
成
田
山
利
生
記
（
な
り
た
さ
ん
り
し
よ
う
き
）
《
図
版
１
》

の
『
死
霊
解
脱
物
語
聞
書
』
に
書
か
れ
た
逸
話
に
は
じ
ま
る
こ
と
は
高
田
衛
氏
『
新
編
江
戸
の
悪
霊
祓
い
師
』
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）
に

詳
し
い
。
上
下
巻
の
間
に
、
二
話
を
繋
ぐ
言
葉
は
な
く
、
話
の
連
続
性
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
こ
の
点
に
つ
い
て
、
作
者
鈍
亭

魯
文
こ
と
仮
名
垣
魯
文
は
、
そ
の
序
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

物
を
対
す
る
に
。
和
漢
両
朝
と
い
弾
。
文
武
両
道
と
称
ふ
。
往
古
を
当
時
に
比
す
る
は
。
天
を
地
に
た
く
ら
ぶ
る
如
く
。
善
と
悪
と

を
並
言
は
。
雲
と
泥
と
を
論
る
な
り
さ
れ
ば
相
馬
の
旧
事
を
。
絹
川
の
新
話
に
対
し
。
乾
坤
二
巻
を
合
し
た
る
は
。
泥
亀
に
月
下

駄
に
焼
味
噌
。
ふ
さ
は
し
か
ら
ず
と
い
ふ
も
あ
ら
ん
が
。
時
代
と
世
話
の
一
席
読
畢
。
大
小
不
同
明
王
の
。
利
益
は
一
体
分
身
に
て
。

前
後
の
霊
験
下
総
の
。
一
国
中
の
事
に
し
あ
れ
ば
。
勧
懲
両
全
な
る
を
味
ひ
。
看
官
文
の
拙
き
を
。
潮
こ
と
な
か
れ
と
云
云

安
政
元
甲
寅
晩
冬
同
二
乙
卯
新
春
上
梓
物
の
本
作
者
鈍
亭
魯
文
填
詞
〔
印
（
菱
文
）
〕

「
相
馬
の
旧
事
を
。
絹
川
の
新
話
に
対
し
。
乾
坤
二
巻
を
合
し
た
る
」
と
の
一
節
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
い
わ
ば
こ
の
『
成
田
山
御
利
生

記
』
は
、
成
田
山
に
ま
つ
わ
る
旧
事
・
新
話
を
併
せ
た
持
っ
た
と
こ
ろ
に
本
書
の
特
色
を
見
て
宜
し
か
ろ
う
。

①
書
名
表
紙
題
に
よ
る
。

諸
本
一
瞥
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⑨
奥
付
・
広
告
後
ろ
表
紙
が
後
補
と
目
さ
れ
る
た
め
奥
広
告
等
未
詳
。

⑩
そ
の
他
挿
絵
等
に
手
擦
れ
多
し
。

以
下
、
補
足
す
る
。
見
返
し
の
題
は
「
成
田
山
／
御
利
生
記
」
、
内
題
・
尾
題
は
「
成
田
山
霊
験
記
」
で
あ
る
（
な
お
当
館
作
成
の
峡

題
は
内
題
を
採
用
し
「
成
田
山
霊
験
記
」
と
し
て
い
る
が
、
今
は
表
紙
題
に
従
っ
て
書
名
と
し
て
あ
げ
た
）
。
摺
付
表
紙
に
は
「
成
田
山

利
生
記
」
「
直
政
画
」
と
あ
り
、
不
動
明
王
が
祐
善
に
長
剣
を
呑
ま
し
め
智
を
授
け
る
構
図
が
配
さ
れ
る
。
見
返
し
は
、
水
茶
屋
店
頭
の

床
机
（
参
拝
の
参
道
を
坊
佛
と
さ
せ
る
か
）
と
目
印
の
幟
に
「
板
元
」
「
成
田
山
」
「
御
利
生
記
」
と
記
し
た
機
図
。
作
者
・
画
工
で
あ
る

が
、
摺
付
表
紙
に
「
直
政
画
」
と
あ
る
。
序
に
は
「
物
の
本
作
者
／
鈍
亭
魯
文
填
詞
」
、
上
下
巻
内
題
下
は
、
と
も
に
「
江
戸
鈍
亭
魯
文

謹
述
」
。
従
っ
て
画
工
名
は
表
紙
題
の
み
存
し
、
本
文
末
尾
に
も
記
載
が
な
い
。
魯
文
と
直
政
画
の
作
と
し
て
は
、
他
に
安
政
四
年
刊

『
江
の
島
栗
毛
』
『
男
達
吾
妻
花
川
戸
』
や
、
『
英
名
八
犬
士
』
が
あ
る
。
口
絵
挿
絵
等
を
閲
る
に
、
直
政
画
と
し
て
宜
い
と
判
断
し
た
。

一一一

図版1

②
ジ
ャ
ン
ル
・
書
型
切
付
本
二
巻
一
冊

③
刊
年
安
政
二
年
刊
（
序
「
安
政
元
甲
寅
晩
冬
同
二
乙
卯
新
春
上
梓
」
）

④
作
者
・
画
工
鈍
亭
魯
文
謹
述
、
一
容
斎
直
政
画

⑤
序
践
自
序

⑥
版
元
公
羽
堂
伊
勢
屋
忠
兵
衛
板

⑦
柱
題
「
霊
験
記
上
」
（
一
～
廿
四
）
「
霊
験
記
下
」
（
一
～
廿
三
）
。

⑧
構
成
表
紙
・
見
返
し
・
序
文
半
丁
・
口
絵
一
丁
・
上
巻
本
文
二
二
・

五
丁
（
う
ち
挿
絵
７
図
七
丁
分
含
）
・
下
巻
本
文
二
三
丁
（
う
ち
挿
絵
８

図
八
丁
分
含
）
・
後
ろ
表
紙
。
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口
絵
・
挿
絵
な
ら
び
に
端
書
の
紹
介
を
順
に
記
し
て
お
く
。

※
上
巻
一
丁
裏
二
丁
表
（
口
絵
）
「
天
慶
三
年
相
馬
将
門
王
位
を
傾
ん
と
す
広
沢
の
寛
朝
大
僧
正
勅
命
に
依
て
高
雄
山
謹
摩
堂
の
本

尊
不
動
明
王
を
成
田
の
里
に
安
置
し
朝
敵
降
伏
の
法
を
修
せ
ら
る
」

※
上
巻
四
丁
裏
五
丁
表
（
挿
絵
）
「
公
連
将
門
を
諫
て
義
の
為
に
刃
に
伏
す
」

※
上
巻
七
丁
裏
八
丁
表
（
挿
絵
）
「
将
門
純
友
比
叡
山
上
に
会
し
て
謀
反
の
一
味
合
体
の
盟
約
な
す
」

※
上
巻
十
丁
裏
十
一
丁
表
（
挿
絵
）
「
将
門
国
中
の
美
女
を
あ
つ
め
て
日
夜
遊
宴
し
軍
事
を
解
り
著
侈
す
」

※
上
巻
十
三
丁
裏
十
四
丁
表
（
挿
絵
）
「
秀
郷
将
門
に
会
し
て
人
主
の
器
に
あ
ら
ざ
る
を
知
る
」

※
上
巻
十
六
丁
裏
十
七
丁
表
（
挿
絵
）
「
貞
世
討
死
を
極
て
将
門
に
別
る
」

※
上
巻
十
九
丁
裏
二
十
丁
表
（
挿
絵
）
「
将
門
力
戦
大
勇
を
ふ
る
ふ
」

※
上
巻
廿
二
丁
裏
廿
三
丁
表
（
挿
絵
）
「
将
門
貞
盛
が
矢
に
あ
た
り
最
期
秀
郷
走
よ
り
て
首
を
と
る
」

※
下
巻
二
丁
裏
三
丁
表
（
挿
絵
）
「
師
の
坊
祐
善
が
鈍
魯
な
る
を
励
ま
さ
ん
た
め
法
衣
を
は
ぎ
鉢
助
に
預
け
給
ふ
」

※
下
巻
五
丁
裏
六
丁
表
（
挿
絵
）
「
祐
善
坊
成
田
へ
詣
る
道
に
て
山
賊
に
衣
る
い
路
銭
を
う
ば
洩
る
」

※
下
巻
八
丁
裏
九
丁
表
（
挿
絵
）
「
不
動
明
王
尊
体
を
現
じ
て
祐
善
に
長
剣
を
呑
し
め
智
を
授
け
給
ふ
」

※
下
巻
十
一
丁
裏
十
二
丁
表
（
挿
絵
）
「
羽
生
村
の
与
右
ヱ
門
絹
川
の
辺
に
て
妻
の
累
を
害
す
」

※
下
巻
十
四
丁
裏
十
五
丁
表
（
挿
絵
）
「
累
が
悪
霊
菊
に
ま
つ
は
り
て
与
右
ヱ
門
に
怨
を
の
ぶ
」

※
下
巻
十
七
丁
裏
十
八
丁
表
（
挿
絵
）
「
祐
善
黒
瀧
に
お
ゐ
て
長
恩
を
法
問
に
帰
伏
さ
す
る
」

※
下
巻
十
九
丁
裏
二
十
丁
表
（
挿
絵
）
「
祐
善
和
尚
累
が
悪
霊
を
教
化
し
給
ふ
」

※
下
巻
廿
二
丁
裏
廿
三
丁
表
（
挿
絵
）
「
祐
善
大
僧
正
所
々
に
於
て
御
化
益
説
法
す
」
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版
元
だ
が
、
下
巻
廿
三
丁
裏
の
巻
末
に
「
神
田
松
下
町
伊
勢
屋
忠
兵
衛
板
」
と
あ
る
。
公
羽
堂
伊
勢
屋
忠
兵
衛
に
つ
い
て
は
嘉
永
六
年

「
地
本
草
紙
問
屋
名
前
帳
」
仮
組
に
名
を
連
ね
る
書
騨
で
、
「
諸
問
屋
仮
組
名
前
帳
」
（
『
諸
問
屋
名
前
帳
国
立
国
会
図
書
館
編
』
湖
北
社

刊
。
一
九
七
八
年
）
に
は
「
伊
勢
屋
忠
兵
衛
（
神
田
松
下
町
三
丁
目
半
六
店
、
安
政
二
年
八
月
転
宅
同
上
新
蔵
店
改
名
久
助
）
」
と
あ
る
。

本
書
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
成
田
山
霊
光
館
が
編
輯
作
成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
成
田
山
ミ
’
一
ガ
イ
ド
７
『
魯
文
作
「
成
田
山
御

利
生
記
」
』
（
発
行
年
未
詳
）
が
あ
り
、
後
に
触
れ
る
Ｄ
本
に
あ
た
る
も
の
の
下
巻
全
文
が
、
『
祐
天
寺
史
資
料
集
』
第
三
巻
（
平
成
十
八

（
１
）

年
五
月
刊
・
祐
天
寺
）
に
翻
刻
さ
れ
る
（
当
該
書
は
船
橋
市
西
図
書
館
所
蔵
本
を
利
用
）
。
ま
た
本
稿
注
記
に
触
れ
る
別
本
に
つ
い
て
は
、

高
木
元
「
鈍
亭
時
代
の
魯
文
ｌ
切
附
本
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
」
（
千
葉
大
学
大
学
院
「
社
会
文
化
科
学
研
究
」
十
一
号
・
二
○
○
五
年
）
に
指

高
木
元
璽

摘
が
あ
る
。

こ
の
Ａ
本
ど
本
文
の
異
同
が
全
く
な
く
、
表
紙
絵
・
見
返
し
、
奥
付
広
告
・
後
ろ
表
紙
に
違
い
が
あ
る
の
が
、
次
に
示
す
Ｂ
本
（
禾
口

庵
文
庫
本
）
で
あ
る
。
Ａ
・
Ｂ
い
ず
れ
を
早
印
と
す
る
か
は
、
Ａ
本
の
後
ろ
表
紙
が
後
補
表
紙
の
た
め
、
あ
く
ま
で
推
定
で
し
か
な
い
が
、

本
文
の
摺
り
具
合
、
な
ら
び
に
本
文
に
異
同
の
あ
る
Ｃ
本
と
Ｂ
本
の
表
紙
絵
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
Ｂ
本
を
Ａ
本
の
改
題
後
印

本
と
推
察
し
た
。
そ
も
そ
も
Ａ
本
表
紙
に
は
、
作
者
名
「
魯
文
」
の
記
載
が
な
い
。
安
政
二
年
当
時
、
ま
だ
魯
文
の
名
を
冠
す
る
ほ
ど
で

は
な
か
っ
た
か
、
と
も
想
像
す
る
が
、
大
方
の
示
教
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。
以
下
、
Ｂ
本
に
つ
い
て
摘
記
す
る
。
煩
多
を
避
け
る
た
め
、

Ａ
本
と
同
一
記
載
に
な
る
場
合
は
適
宜
省
略
し
た
。

【
Ｂ
本
】
成
田
山
御
利
生
記
（
な
り
た
さ
ん
ご
り
し
よ
う
き
）
《
図
版
２
．
３
》

【
Ｂ
本
】
成
田
山
御
利
生
記
念

①
書
名
表
紙
題
に
よ
る

⑥
版
元
公
羽
堂
伊
勢
屋

⑧
構
成
表
紙
・
見
返
Ｌ

公
羽
堂
伊
勢
屋
忠
兵
衛
板
、
当
世
堂
品
川
屋
久
助
梓

表
紙
・
見
返
し
・
序
文
半
丁
・
口
絵
一
丁
・
上
巻
本
文
二
二
・
五
丁
（
う
ち
挿
絵
７
図
七
丁
分
含
）
・
下
巻
本
文
二
三
丁
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改刻の在処（山本）

掲
げ
る
。

と
判
断
し
た
い
の
だ
が
、
改
修
本
（
後
掲
Ｃ
本
）
に
も
同
一
表
紙
が
用

い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
後
に
な
っ
て
か
ら
角
書
が
付
い
た
と
判
断
し
た
。
版
元
は
下
巻
廿
三
丁
裏
の
巻
末
に
「
神
田
松
下
町
伊
勢

屋
忠
兵
衛
板
」
（
Ａ
本
と
同
一
）
、
奥
広
告
に
「
此
外
当
世
流
行
物
板
元
江
戸
人
形
町
品
川
屋
久
助
梓
」
と
あ
る
。
参
考
ま
で
に
、
広
告
を

新
版
大
江
戸
絵
図
五
枚
つ
ぎ
長
唄
懐
中
本
雪
月
花
７

国
芳
雑
画
集
初
編
二
編
三
編
四
編
義
経
一
代
記
図
絵
全

為
朝
一
代
記
一
勇
斎
国
芳
画
全
英
名
八
犬
士
前
後
八
冊
揃

は
う
た
稽
古
本
類
義
士
肖
像
忠
臣
蔵
一
勇
斎
国
芳
画
二
冊

読
切
一
代
記
物
当
時
講
師
名
人
の
作
敵
討
五
十
丁
読
切
物

此
外
当
世
流
行
物
板
元
江
戸
人
形
町
品
川
屋
久
助
梓

1

図版2

（
う
ち
挿
絵
８
図
八
丁
分
含
）
・
奥
付
広
告
・
後
ろ
表
紙

⑨
奥
付
・
広
告
品
川
屋
久
助
の
奥
付
広
告
あ
り

⑩
そ
の
他
管
見
に
及
ん
だ
の
は
禾
口
庵
文
庫
本

、

摺
付
表
紙
に
は
「
成
田
山
御
利
生
記
」
「
魯
文
記
」
「
直
政
画
」
と
あ
り
、

図
と
し
て
平
将
門
と
俵
藤
太
秀
郷
を
配
し
て
い
る
。
見
返
し
の
題
に
は
、

「
相
馬
旧
事
絹
川
新
話
／
成
田
山
御
利
生
記
」
。
内
題
・
尾
題
は
Ａ
本
の

ま
ま
で
「
成
田
山
霊
験
記
」
。
見
返
し
に
は
馬
印
の
幟
旗
と
鉄
扇
が
描

か
れ
、
「
相
馬
旧
事
絹
川
新
話
」
と
角
書
が
付
さ
れ
、
こ
ち
ら
を
早
印

－39－



⑩
そ
の
他
成
田
山
仏
教
図
書
館
本
（
口
隠
ｌ
包

摺
付
表
紙
に
は
「
成
田
山
御
利
生
記
」
「
魯
文
記
」
「
直
政
画
」
と
あ
り
、
平
将
門
と
俵
藤
太
秀
郷
を
配
し
た
構
図
と
、
こ
こ
ま
で
は
Ｂ
本

と
同
じ
。
し
か
し
色
摺
が
異
な
る
。
見
返
し
に
馬
印
の
幟
旗
と
鉄
扇
が
描
か
れ
る
点
も
同
じ
だ
が
、
色
摺
一
枚
が
欠
落
。
巻
末
の
版
元
記

（
う
ち
挿
絵
８
図
八
丁
分
含
）
。

。
』

1
｡

-'P
|ー

図版3

確
認
す
る
に
「
英
名
八
犬
士
」
の
八
編
は
辰
九
改
（
安
政
三
年
）
、
「
義
経

一
代
記
図
絵
」
は
安
政
三
年
、
「
国
芳
雑
画
集
」
は
安
政
四
年
刊
、
よ
っ

て
そ
の
こ
ろ
の
刊
行
か
。
品
川
屋
久
助
と
伊
勢
屋
忠
兵
衛
の
接
点
は
、
前

掲
「
諸
問
屋
名
前
帳
』
の
「
安
政
二
年
八
月
転
宅
同
上
新
蔵
店
改
名
久
助
」

が
関
わ
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
今
回
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
摺
付
表
紙
は
「
成
田
山
御
利
生

記
」
「
魯
文
記
」
「
直
政
画
」
と
あ
り
、
平
将
門
と
俵
藤
太
秀
郷
を
配
す
る

な
ど
、
こ
の
Ｂ
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、
本
文
の
振
仮
名
の
削
除
や
本
文
版

木
の
彫
り
直
し
な
ど
が
確
認
で
き
る
一
部
改
刻
本
に
あ
た
る
次
の
Ｃ
本
で

圭
小
｝
ブ
（
》
Ｏ

【
Ｃ
本
】
成
田
山
御
利
生
記
（
な
り
た
さ
ん
ご
り
し
よ
う
き
）

⑥
版
元
後
ろ
表
紙
欠
の
た
め
不
明

⑧
構
成
表
紙
・
見
返
し
・
序
文
半
丁
・
口
絵
一
丁
・
上
巻
本
文
二

二
・
五
丁
（
う
ち
挿
絵
７
図
七
丁
分
含
）
・
下
巻
本
文
二
三
丁
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改刻の在処（山本）

載
だ
が
、
Ｂ
本
に
存
し
た
下
巻
廿
三
丁
裏
の
「
神
田
松
下
町
伊
勢
屋
忠
兵
衛
板
」
が
削
ら
れ
て
い
る
。
本
文
挿
絵
の
改
修
の
具
体
例
に
つ

い
て
は
次
章
に
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

こ
の
Ｃ
本
と
本
文
同
じ
で
、
摺
付
表
紙
で
な
く
表
題
を
異
に
し
た
二
冊
本
も
存
す
る
（
四
本
）
。

【
“
本
】⑩

そ
の
他
禾
口
庵
文
庫
蔵
本
。
Ｃ
本
と
同
じ
版
な
が
ら
、
摺
付
表
紙
で
は
な
く
、
見
返
し
に
．
書
堂
蔵
」
と
版
元
を
明
ら
か
に

す
る
。
Ｃ
本
と
四
本
の
先
後
関
係
だ
が
、
表
紙
絵
の
版
木
利
用
か
ら
ひ
と
ま
ず
Ｃ
本
を
先
と
位
置
づ
け
て
お
く
。

見
返
し
に
は
「
鈍
亭
魯
文
述
／
成
田
山
霊
験
記
／
一
書
堂
」
。
内
題
・
尾
題
と
も
「
成
田
山
霊
験
記
」
。
表
紙
題
・
見
返
し
題
・
内
題
と
も

同
一
で
あ
る
。
摺
付
表
紙
で
は
な
く
、
鳥
の
子
色
檜
皮
模
様
空
捺
の
表
紙
に
、
左
肩
子
持
ち
枠
題
篭
で
『
成
田
山
霊
□
□
□
』
『
成
田

は
肱
階

山
霊
験
記
下
』
と
あ
る
。
見
返
し
は
共
紙
に
標
色
摺
に
て
「
鈍
亭
魯
文
述
／
成
田
山
霊
験
記
／
一
書
堂
」
。
こ
の
「
一
瞥
堂
」
に
つ
い

て
は
未
詳
。
Ａ
・
Ｂ
本
巻
末
に
は
「
神
田
松
下
町
伊
勢
屋
忠
兵
衛
板
」
と
あ
っ
た
が
、
Ｃ
・
也
本
と
も
削
除
さ
れ
る
。
“
本
が
Ｂ
本
以
後

④
作
者
・
画
工
鈍
亭
崖

⑥
版
元
一
書
堂
蔵
版
。

成
田
山
霊
験
記
（
な
り
た
さ
ん
れ
い
げ
ん
き
）

①
書
名
表
紙
題
・
見
返
し
題
に
よ
る
。

②
ジ
ャ
ン
ル
・
書
型
切
付
本
二
巻
二
冊
。

④
作
者
・
画
工
鈍
亭
魯
文
述
。

⑧
構
成
表
紙
・
見
返
し
・
序
文
半
丁
・
口
絵
一
丁
・
上
巻
本
文
二
二
・
五
丁
（
う
ち
挿
絵
７
図
七
丁
分
含
）
・
後
ろ
表
紙
、
下
巻

表
紙
・
下
巻
本
文
二
三
丁
（
う
ち
挿
絵
８
図
八
丁
分
含
）
・
後
ろ
表
紙
。

⑨
奥
付
・
広
告
ナ
シ
。
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榔
患
煽
腿
魑
闇
臘
側
僻
墹
悩
浬
伺
い
測
隅
臘
脳
旧
旧
胴
咽
胴
脇
脇

⑩
そ
の
他
管
見
に
及
ん
だ
の
は
禾
口
庵
文
庫
本
と
個
人
蔵
本
。

こ
の
Ｄ
本
の
よ
う
な
造
本
は
、
摺
付
表
紙
を
も
つ
後
印
本
に
ま
ま
垣
間
見
ら
れ
る
特
徴
と
言
え
る
。
序
文
な
ど
の
あ
る
書
冊
の
後
印
本

⑦
柱
題
「
霊
験
記
卜

⑧
構
成
表
紙
・
見
仮

分
含
）
・
後
ろ
表
紙
。

⑨
奥
付
・
広
告
ナ
シ

⑩
そ
の
他
管
見
に
及

③
刊
年
未
詳
。

④
作
者
・
画
工

⑤
序
賊
ナ
シ
。

⑥
版
元
未
詳
。

表
紙
・
見
返
し
部
本
文
・
上
巻
本
文
二
二
丁
（
う
ち
挿
絵
７
図
七
丁
分
含
）
・
下
巻
本
文
二
三
丁
（
う
ち
挿
絵
８
図
八
丁

「
霊
験
記
上
」

鈍
亭
魯
文
謹
述
、
芳
春
画
（
表
紙
）
。

ナ
シ
。

（
三
～
廿
四
）
「
霊
験
記
下
」
（
一
～
廿
三
）
。

図版4

の
摺
り
で
あ
る
こ
と
は
、
本
文
の
削
除
改
修
等
の
箇
所
か
ら
明
ら
か
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
今
の
と
こ
ろ
、
当
世
堂
よ
り
一
書
堂
に
版
の
委
譲
に
あ

っ
た
と
考
え
て
宜
し
か
ろ
う
。
二
冊
構
成
で
あ
り
、
Ｃ
本
の
上
製
本
に
あ

た
る
。Ａ

・
Ｂ
．
Ｃ
・
切
本
に
存
し
た
序
文
・
口
絵
を
カ
ッ
ト
し
て
、
表
紙
と

本
文
冒
頭
の
版
木
一
枚
を
新
た
に
し
た
改
刻
本
が
Ｄ
本
で
あ
る
。

【
Ｄ
本
】
成
田
山
御
利
生
記
（
な
り
た
さ
ん
ご
り
し
よ
う
き
）
《
図
版
４
》

②
ジ
ャ
ン
ル
・
書
型
切
付
本
二
巻
一
冊
。

－42－



改刻の在処（山本）

で
は
、
例
え
ば
Ａ
本
の
「
安
政
元
甲
寅
晩
冬
同
二
乙
卯
新
春
上
梓
」
と
い
っ
た
年
次
や
序
者
の
名
前
を
削
り
、
旧
版
と
み
せ
な
い
こ
と
が

あ
る
。
加
え
頁
そ
の
序
文
の
内
容
が
時
代
と
組
館
す
る
か
ら
か
、
摺
板
を
少
な
く
す
る
た
め
か
、
序
そ
の
も
の
を
廃
す
る
も
の
も
多
い
。

Ｄ
本
で
は
、
Ｃ
本
の
〔
表
紙
見
返
し
・
序
文
半
丁
・
口
絵
一
丁
・
本
文
半
丁
〕
に
該
当
す
る
版
木
三
枚
相
当
分
を
差
し
替
え
、
序
文
・
口

絵
を
カ
ッ
ト
し
て
、
〔
表
紙
・
本
文
〕
の
版
木
を
新
た
に
し
て
い
る
。
明
治
刷
の
切
付
本
な
ど
で
、
表
紙
見
返
し
部
か
ら
直
ぐ
に
本
文
が

あ
り
、
丁
付
が
「
二
」
「
三
」
な
ど
か
ら
は
じ
ま
る
も
の
な
ど
は
後
印
と
判
断
で
き
、
注
意
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

Ｄ
本
の
摺
付
表
紙
に
は
「
成
田
山
御
利
生
記
」
「
芳
春
画
」
と
あ
る
。
表
紙
絵
は
一
梅
斎
芳
春
（
歌
川
芳
春
）
で
あ
る
。
上
下
巻
内
題

Ｄ
本
の
摺
付
表
紙
に
は
「
成
用

と
も
に
「
江
戸
鈍
亭
魯
文
謹
述
」
。

版
木
の
摩
耗
や
、
Ｄ
本
書
誌
に
記
し
た
事
情
な
ど
の
例
に
み
る
よ
う
に
、
版
を
改
め
た
り
、
一
部
を
埋
め
木
で
補
う
こ
と
は
、
摺
り
を

重
ね
た
版
本
で
は
よ
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
『
成
田
山
御
利
生
記
』
（
以
後
、
統
一
書
名
と
し
て
記
す
）
に
も
多
く
の
事
例
が

散
見
さ
れ
る
が
、
具
体
的
な
事
例
を
一
・
二
挙
げ
て
み
た
い
。
次
の
図
版
は
、
上
巻
十
六
丁
裏
十
七
丁
表
「
貞
世
討
死
を
極
て
将
門
に
別

る
」
《
図
版
５
．
６
》
と
、
下
巻
八
丁
裏
九
丁
表
「
不
動
明
王
尊
体
を
現
じ
て
祐
善
に
長
剣
を
呑
し
め
智
を
授
け
給
ふ
」
《
図
版
７
．
８
》

の
挿
絵
か
ら
抜
華
し
た
（
丁
数
は
柱
刻
に
従
う
）
。

同
じ
表
紙
絵
を
も
つ
Ｂ
本
Ｃ
本
だ
が
（
上
が
Ｂ
本
、
下
が
Ｃ
本
）
、
明
ら
か
に
そ
の
絵
に
違
い
が
あ
る
。
版
木
を
凌
う
の
で
は
な
く
、

所
謂
お
っ
被
せ
の
例
で
あ
る
。
『
日
本
版
画
便
覧
』
（
講
談
社
・
昭
和
三
十
七
年
三
月
刊
）
よ
り
鈴
木
重
三
の
解
説
を
引
用
し
て
お
く
。

今
回
特
に
注
目
し
、
今
後
の
考
察
の
手
が
か
り
と
し
た
い
の
は
、
Ｂ
本
と
Ｃ
本
と
の
間
に
見
受
け
ら
れ
る
改
刻
例
に
つ
い
て
で
あ
る
。

改
刻
の
在
処
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か
ぶ
せ
ぼ
り
（
被
彫
・
冠
彫
）
版
本
を
重
刊
す
る
時
、
そ
の
原
版
本
の
各
葉
を
そ
の
ま
ま
版
下
と
し
て
版
木
に
貼
り
込
み
、
版
刻

す
る
こ
と
及
び
そ
の
作
品
を
い
う
。
俗
に
「
お
っ
か
ぶ
せ
」
と
も
い
う
。
版
下
に
用
い
た
原
版
本
が
消
滅
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

あ
る
が
、
か
ぶ
せ
彫
の
絵
画
の
作
品
は
原
版
本
と
比
較
す
る
と
、
概
し
て
彫
版
の
細
部
に
粗
略
さ
が
見
ら
れ
、
彫
り
出
さ
れ
た
線
に

生
気
が
な
く
、
全
体
の
感
じ
が
平
板
的
で
あ
る
。
又
版
本
に
版
下
を
貼
る
時
、
収
縮
し
て
や
や
寸
の
縮
る
傾
き
も
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
な
ぜ
こ
ん
な
手
間
を
か
け
た
の
だ
ろ
う
。
素
朴
に
そ
う
し
た
疑
問
を
呈
す
る
に
は
訳
が
あ
る
。
幕
末
期
の
合
巻
類
や
、

そ
の
明
治
刷
本
を
多
く
目
に
し
て
い
れ
ば
、
言
い
方
は
悪
い
が
適
当
に
う
つ
り
が
悪
く
と
も
よ
い
挿
絵
部
分
な
ど
で
は
、
特
に
版
木
の
摩

耗
に
任
せ
て
刷
り
続
け
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
本
文
で
す
ら
、
判
読
で
き
る
か
疑
わ
し
い
も
の
も
多
い
。
例
え
ば
馬
琴
の
合
巻
な
ど

で
は
「
板
本
ハ
今
以
板
元
二
て
摺
出
し
候
へ
共
、
摺
つ
ぶ
し
読
か
ね
、
且
又
悪
本
二
成
候
」
（
天
保
十
一
年
八
月
二
十
一
日
桂
窓
宛
代
筆

書
簡
）
と
、
「
摺
つ
ぶ
し
読
か
ね
」
る
も
の
も
引
き
続
き
売
り
捌
か
れ
て
い
た
。
一
方
、
今
回
の
『
成
田
山
御
利
生
記
』
で
は
修
訂
の
用

図版5

図版6
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例
は
数
十
箇
所
に
も
の
ぼ
る
。
思
う
に
、
い
わ
ば
開
帳
な
ど
の
諸
行
事
ご
と
に
売
り
捌
け
る
際
物
的
な
書
冊
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
関
連

し
て
い
よ
う
。
後
掲
注
記
に
も
例
示
し
た
が
、
そ
の
内
容
に
重
な
り
の
あ
る
別
本
の
存
在
は
、
成
田
山
参
詣
者
を
目
当
て
に
し
数
多
く
売

り
捌
け
る
が
故
の
競
合
で
あ
っ
た
ろ
う
。
同
様
の
例
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
古
板
と
新
板
を
綴
じ
交
ぜ
て
売
ろ
う
と
す
る
書
騨
の
要

望
を
断
る
馬
琴
の
書
簡
の
例
も
存
す
る
（
天
保
三
年
十
一
月
二
十
五
日
篠
斎
宛
書
簡
）
。
商
品
と
し
て
の
書
物
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、

書
騨
の
行
為
、
す
な
わ
ち
競
合
す
る
商
品
へ
の
対
策
と
し
て
、
古
い
も
の
を
新
し
く
み
せ
る
取
り
組
み
な
ど
は
必
然
の
こ
と
で
あ
り
、
自

店
の
書
冊
を
よ
り
売
り
捌
く
た
め
に
は
、
被
せ
彫
り
と
い
う
手
間
を
か
け
る
こ
と
も
厭
わ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
表
紙
模
様
を
替
え
、

目
新
し
い
書
冊
に
み
せ
る
こ
と
が
な
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
今
回
確
認
し
た
よ
う
に
、
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
多
さ
は
、
何
も
文
芸
的

に
優
れ
て
い
る
と
い
っ
た
作
品
内
容
と
し
て
の
価
値
で
は
測
り
き
れ
な
い
、
そ
の
取
り
扱
う
対
象
そ
の
も
の
の
背
景
、
刊
行
時
期
な
ど
周

辺
の
事
ど
も
に
も
留
意
す
る
必
要
性
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

３
１
霞
１
塗

’

－

図版9

一
一

図版10
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‐
Ａ
本
Ｃ
本

な
ほ

ゆ
う
ぜ
ん
な
ほ

①
祐
善
猶
も
い
き
ん
ず
る
に
↓
祐
善
猶
も
い
き
ん
ず
る
に

ろ
う
ぱ

、
、

②
老
姥
忽
然
と
し
て
↓
か
り
姥
忽
然
と
し
て

、

③
く
れ
も
っ
て
古
郷
に
至
り
↓
く
れ
も
つ
く
古
郷
に
至
り

①
は
ル
ビ
を
後
印
時
に
追
加
で
振
る
例
。
本
作
の
他
の
用
例
で
は
ル
ビ
を
省
略
し
て
い
る
箇
所
も
多
い
。
振
り
仮
名
は
長
年
の
摩
耗
を
考

え
る
と
、
字
が
潰
れ
や
す
く
後
印
で
削
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
追
加
を
す
る
た
め
に
は
埋
め
木
を
し
て
か
か
る
必
要
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

②
③
の
例
は
ど
う
か
。
こ
れ
は
、
訂
正
を
す
る
た
め
の
象
嵌
で
は
な
く
、
寧
ろ
改
悪
と
い
っ
て
よ
い
。
部
分
の
み
の
埋
め
木
で
あ
り
な
が

ら
な
ぜ
こ
ん
な
誤
り
が
起
こ
る
の
か
。
前
掲
『
日
本
版
画
便
覧
』
（
講
談
社
・
昭
和
三
十
七
年
三
月
刊
）
の
鈴
木
重
三
の
解
説
を
踏
ま
え

る
な
ら
ば
、
版
本
を
重
刊
す
る
と
き
、
あ
る
い
は
版
木
摩
耗
等
に
よ
り
象
嵌
が
な
さ
れ
る
時
、
原
版
本
を
版
下
と
し
て
版
木
に
貼
り
込
む

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
例
を
見
る
と
き
、
果
た
し
て
原
版
本
を
版
下
と
し
て
本
当
に
利
用
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
と
さ
え
思
う
。

合
巻
な
ど
、
大
量
に
消
費
さ
れ
る
も
の
の
場
合
、
刷
り
の
良
い
も
の
を
書
騨
が
残
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
版
の
写
り
の
悪
い
場
合
、

質
の
悪
い
紙
に
摺
ら
れ
た
場
合
、
貼
り
込
ん
だ
も
の
か
ら
版
を
つ
く
る
こ
と
は
果
た
し
て
可
能
な
の
か
。
特
に
細
か
な
文
字
か
ら
な
る
合

巻
や
切
付
本
の
場
合
で
考
え
る
と
、
原
版
本
を
版
下
と
し
て
用
い
る
事
が
な
さ
れ
た
か
は
甚
だ
疑
わ
し
い
。
一
つ
の
版
が
摩
耗
し
た
と
き
、

そ
の
類
版
は
如
何
に
し
て
作
成
さ
れ
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
を
含
め
、
ま
だ
ま
だ
そ
の
工
夫
が
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
の
で
は

も
う
一
つ
注
目
し
た
い
。
次
に
掲
げ
る
の
は
Ｂ
本
Ｃ
本
の
本
文
（
下
巻
７
丁
裏
）
に
お
け
る
埋
め
木
（
象
嵌
）
の
例
で
あ
る
《
図
版
９
．

皿
》
。
合
巻
に
お
け
る
役
者
似
顔
な
ど
の
場
合
で
、
後
印
時
、
そ
の
登
場
人
物
の
顔
に
象
嵌
を
施
す
例
が
あ
る
。
は
や
り
の
役
者
へ
の
変

更
な
ど
の
場
合
も
多
い
。
た
だ
図
版
の
白
枠
囲
み
部
分
を
ま
と
め
た
以
下
の
本
文
②
③
な
ど
は
、
む
し
ろ
改
悪
さ
れ
た
象
嵌
の
例
と
言
え

ｚ
》
。
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現
代
だ
と
『
浮
世
絵
「
名
所
江
戸
百
景
」
復
刻
物
語
』
（
芸
艸
堂
・
二
○
○
九
年
刊
）
に
あ
る
よ
う
に
、
「
原
画
を
カ
ラ
ー
印
刷
用
の
四

色
に
分
解
し
、
二
層
漉
き
の
和
紙
に
原
画
と
同
じ
寸
法
に
印
刷
し
た
も
の
を
版
下
と
し
て
」
用
い
た
と
い
う
。
そ
う
し
た
こ
と
は
古
き
時

代
に
は
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。
ヒ
ン
ト
は
あ
る
。
『
日
本
版
画
便
覧
』
の
「
複
製
版
画
」
の
項
に
「
既
に
出
来
上
が
っ
て
い
る
絵
を
模
作

し
た
木
版
面
。
制
作
工
程
は
浮
世
絵
系
の
版
画
の
そ
れ
と
全
然
同
じ
。
た
だ
版
下
は
古
く
は
原
画
を
薄
い
紙
に
透
写
し
て
作
っ
た
が
、
今

は
多
く
は
写
真
撮
影
し
て
そ
の
生
フ
ィ
ル
ム
を
用
い
る
」
（
鈴
木
重
三
解
説
）
と
あ
っ
た
。
一
旦
、
原
版
本
か
ら
薄
葉
紙
に
透
き
写
し
て

文
字
線
を
明
確
に
し
版
下
に
し
て
い
た
具
体
的
事
例
に
つ
い
て
は
改
め
て
別
の
機
会
に
確
認
す
る
と
し
て
、
原
版
本
を
版
下
と
す
る
に
せ

よ
、
透
き
写
し
を
し
た
上
で
版
下
と
す
る
に
せ
よ
、
そ
う
し
た
作
業
工
程
の
な
か
で
、
元
々
の
文
字
が
判
別
し
が
た
い
時
に
②
③
の
よ
う

な
事
態
が
招
来
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
元
の
も
の
の
刷
り
が
悪
け
れ
ば
次
に
刷
る
物
に
誤
り
が
生
じ
る
の
は
至
極
当
然
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

「
私
は
先
輩
諸
氏
の
指
導
の
下
に
、
六
七
年
以
来
稀
書
複
製
会
の
刊
行
事
業
に
従
っ
て
ゐ
ま
す
か
ら
、
古
版
物
の
複
製
に
つ
い
て
相
応

の
苦
心
を
重
ね
ま
し
た
。
複
製
は
新
版
と
ち
が
っ
て
、
原
版
摺
の
種
本
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
其
儘
に
彫
っ
て
摺
り
さ
へ
す
れ
ば
単
純
な
仕

事
の
や
う
に
も
思
は
れ
ま
す
が
、
実
際
の
苦
労
は
軽
少
で
あ
り
ま
せ
ぬ
」
（
「
頽
廃
し
っ
壁
あ
る
我
が
木
版
術
」
『
版
画
礼
讃
』
東
京
春
陽

堂
・
大
正
十
四
年
七
月
再
版
）
と
は
、
稀
書
複
製
会
の
刊
行
事
業
に
た
ず
さ
わ
っ
た
米
山
堂
主
人
の
発
言
で
あ
っ
た
が
、
後
印
本
、
改
刻

本
を
巡
っ
て
は
、
そ
の
作
業
の
有
り
様
な
ど
ま
だ
ま
だ
解
明
す
べ
き
問
題
は
尽
き
な
い
の
で
あ
る
。

あ
る
ま
い
か
。

〔
注
〕

（
１
）
魯
文
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
全
く
別
の
版
に
よ
る
「
成
田
御
利
生
記
」
が
あ
る
。
確
認
し
得
た
の
は
二
種
。
一
点
は
禾
口
庵
文
庫
蔵

本
で
、
平
将
門
伝
承
の
み
を
あ
つ
か
っ
た
も
の
。
も
う
一
点
は
個
人
所
蔵
で
二
点
確
認
。
「
成
田
御
利
生
角
力
仇
討
」
「
成
田
霊
験
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④
金
屯
道
人
謹
述
、
芳
幾
画
。

⑤
序
文
ナ
シ
。

③
刊
年
未
詳
。

②
切
付
本
三
巻
一
冊
。

①
表
紙
題
に
よ
る
。

⑩
禾
口
庵
文
庫
蔵
。
刊
年
記
載
な
き
も
の
の
、
魯
文
が
金
屯
道
人
と
称
し
た
書
目
を
確
認
す
る
に
安
政
三
年
以
降
と
目
さ
れ
る
。

【
別
本
Ｆ
】
利
生
誉
仇
討
（
り
し
や
う
ほ
ま
れ
の
あ
だ
う
ち
）

⑨
奥
付
な
し
。

⑥
当
勢
堂
（
品
川
屋
久
助
）
蔵
版
。

⑦
柱
題
「
成
田
利
生
（
一
～
八
）
」
。

⑧
表
紙
・
本
文
七
・
五
丁
。
挿
絵
ナ
シ
。

⑤
序
文
な
し
。

④
東
武
金
屯
道
人
謹
述
。

①
表
紙
題
に
よ
る
。

②
切
付
本
一
冊
。
に

③
刊
年
記
載
な
し
。

記
」
「
成
田
山
御
利
生
記
」
を
合
綴
し
た
『
利
生
誉
仇
討
』
で
あ
る
。

【
別
本
Ｅ
】
将
門
退
治
／
成
田
御
利
生
記
（
ま
さ
か
ど
た
い
じ
／
な
り
た
ど
り
し
よ
う
き
）

①
表
紙
題
に
よ
る
。
内
題
・
尾
題
は
「
成
田
山
御
利
生
記
全
」

②
切
付
本
一
冊
。
仮
綴
。
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十
五
丁

⑨
個
人
蔵
。

⑦
柱
題
「
成
田
角
力
」
「
祐
天
」
「
成
田
利
生
」

⑧
表
紙
・
見
返
し
・
口
絵
半
丁
・
「
成
田
御
利
生
角
力
仇
討
」
本
文
十
五
丁
（
う
ち
挿
絵
六
丁
半
）
・
「
成
田
霊
験
記
大
全
」
本
文

十
五
丁
（
う
ち
挿
絵
七
丁
半
）
・
「
成
田
山
御
利
生
記
全
」
本
文
十
四
丁
半
（
う
ち
挿
絵
七
丁
）
・
後
ろ
表
紙
。

⑥
当
世
堂
梓
（
見
返
し
）

見
返
し
は
「
利
生
誉
ノ
仇
討
」
。
内
題
は
「
成
田
御
利
生
角
力
仇
討
」
「
成
田
霊
験
記
大
全
」
「
成
田
山
御
利
生
記
全
」
。
著
者
は

各
内
題
下
に
「
荏
土
金
屯
道
人
謹
述
」
「
江
戸
金
屯
道
人
敬
白
」
「
東
武
金
屯
道
人
謹
記
」
と
あ
る
。
挿
絵
端
書
等
を
紹
介
す
る
。

※
口
絵
半
丁
（
将
門
の
図
）
…
半
丁

※
「
大
八
が
盗
心
に
求
女
伯
父
を
あ
や
ま
つ
」

※
「
伊
豆
の
海
岸
に
大
八
小
角
力
ら
と
力
を
こ
型
ろ
む
」

※
「
滝
見
山
毒
牛
を
く
だ
し
て
雲
の
戸
を
く
じ
く
」

※
「
孝
勇
孝
子
を
と
も
な
ひ
て
綾
川
が
も
と
に
い
た
る
」

※
「
孝
子
大
八
に
あ
ふ
て
無
念
を
ま
す
」

※
「
年
来
の
う
ら
み
大
八
を
砂
上
に
こ
ろ
す
」

※
（
挿
絵
半
丁
）
…
以
上
「
成
田
御
利
生
角
力
仇
討
」

※
「
成
田
へ
詣
み
ち
に
て
祐
全
山
賊
に
あ
ふ
」

※
「
不
動
明
王
尊
体
を
現
じ
て
祐
全
に
長
剣
を
呑
し
め
智
を
さ
づ
け
た
ま
ふ
」

※
「
与
右
ェ
門
絹
川
の
辺
に
て
妻
か
さ
ね
を
害
す
」
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※
「
将
門
力
戦
大
勇
を
ふ
る
ふ
」

※
「
将
門
貞
盛
が
矢
に
あ
た
り
て
最
期
秀
郷
首
を
と
る
」
…
以
上
「
成
田
山
御
利
生
記
全
」

記
載
内
容
か
ら
み
て
別
本
Ｅ
「
将
門
退
治
／
成
田
御
利
生
記
」
の
本
文
に
挿
絵
を
加
え
た
も
の
が
本
書
所
載
「
成
田
山
御
利
生
記
」

』
の
原
型
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
「
成
田
御
利
生
角
仇
討
」
「
成
田
霊
験
記
全
」
も
同
様
に
八
丁
程
度
の
小
冊
子
が
刊
行
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
目
さ
れ
る
。

◇
本
稿
は
、
二
○
○
八
年
の
仮
名
垣
魯
文
研
究
会
第
８
回
研
究
大
会
で
の
発
表
「
魯
文
『
成
田
山
御
利
生
記
』
諸
本
考
」
と
、
二
○
○
九

年
の
同
研
究
会
第
回
研
究
大
会
で
の
発
表
「
『
成
田
山
御
利
生
記
』
追
補
な
ら
び
に
『
百
猫
画
譜
』
に
関
す
る
覚
書
」
を
基
礎
稿
と
し
た
。

発
表
に
際
し
、
貴
重
な
ご
意
見
を
た
ま
わ
っ
た
皆
様
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

※
一
累
が
怨
霊
き
く
炉

※
「
累
が
悪
霊
与
右
Ｔ

※
「
祐
念
和
尚
累
が
竈

※
「
祐
全
大
僧
正
御
ル

※
（
挿
絵
半
丁
）

※
「
将
門
純
友
比
叡
山

※
「
将
門
謀
叛
国
香
ぶ

※
「
秀
郷
将
門
に
会
！

※
「
貞
世
討
死
を
き
峰

※
「
五
郎
貞
世
討
死
」

「
累
が
怨
霊
き
く
に
ま
つ
は
る
」

「
累
が
悪
霊
与
右
エ
門
に
う
ら
み
を
の
ぶ
」

「
祐
念
和
尚
累
が
霊
を
教
化
し
た
ま
ふ
」

「
祐
全
大
僧
正
御
化
益
説
法
す
」

（
挿
絵
半
丁
）
…
以
上
「
成
田
霊
験
記
大
全
」

「
将
門
純
友
比
叡
山
上
に
会
し
て
謀
叛
を
企
っ
」

「
将
門
謀
叛
国
香
が
勢
と
戦
ふ
」

「
秀
郷
将
門
に
会
し
て
人
主
の
器
に
あ
ら
ざ
る
を
し
る
」

「
貞
世
討
死
を
き
は
め
て
主
に
別
る
」
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